
― 第99号一 昭和 60年 4月 30日 発 行

撮影 高 倉 清 雄

我が16団は、今年で20周 年 を迎 えます。

20年前、私は、 1人 の親 として子供の育成に良い

団体はないかと捜 していたのです。いろいろの団体

の中で、長い歴史 と、すばらしい教育目的を持つボ

ーイスカウ ト活動が目にとまりました。その時、ふ

と、同 じ思いをしている親達がいないだろうかと考

えたのです。そこで、早速地域の人達 に話 しかけて

みた結果、 〃
そんな良いものなら、いっそ、自分達

でスカウ トの育成ができないか
〃

と、話 し合いが発
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ビーバー隊発隊

=弥 栄 =

標   語

そなえよつねに

日 日の 善 行

発団20周年に寄せて

浜 松 第 16団 団 委 員 長

浜松地区組織拡張委員長

石 津   宏

団に向かって大きくふく

らんできたのです。

よい団体に、子供をあ

ずけることができるだけ

でも良いと思っていたの

に、親達が「ボーイスカウ ト」のとりこにな

ってしまったのです。

みんなで、ボーイスカウ トの活動について

勉強 をすすめるにしたがって「子供達がボー

イスカウ トの組織 を通 じ、その自発 7舌動 によ

り、自らの健康 を築 き、社会に奉仕できる能

力と人生 に役立つ技能 を体得 し、かつ、誠実、

勇気、自信及び国際愛 と人道主義 をは握 し、

実践できるよう教育すること」がわかり、ます

ます、 自分達 の団が欲 しくなって きたので

す。

たび重 なる話 し合いの結果、遂 に、発団。4′

子供達のよりよい育成に、この親達の強い

気持 ちをしっかりと知 らされたのです。

さて、皆 さん、 ボーイスカウ トの活動は「班制

度」 と「進歩制度」の運用の妙であります。

青少年をとりまく環境が問題 になつている現在 こ

そ、スカウ ト活動の重要 さを多 くの人達に知ってい

ただく絶好の機会だと思 うのです。

スカウ トとその家族の皆 さ乳 、指導者の皆 さん、

たゆまぬ活躍 と奉仕活動 とそれを支 える健康 を願っ

てやみません。



スカウトのちかいとやくそくは

浜 松 地 区

新年度へ 向 けて

念 々第 31期 ヘ ス ター ト.4/

コミッショナーをお受けして

浜松地区委員長 内 田 時 世

三指 地区新年度に当 り御挨拶

申し上げます。

八重桜満開の今 日この頃、第31

期地区総会 を迎 えました。当地区

にはご存知の通 り第26団 まで団号

があります。第24団 までは今日ま

でに10周年以上の団歴を持つようになりました。第

26団 も4月 18日 で満 3年 となります。

スカウト運動は立派な人づくり運動です。総会席上

柳本協議会長は力づよく「ちかい」を忘れず、「おきて」

を実行することが本当のボーイスカウト運動だと申

されました。スカウティングは理屈ではありません。

体で憶え、心で奉仕する人づくりの最もすばらしい

運動だと私は自負いたしております。理屈を言う前

に共に奉仕を実行しましょう。心での奉仕には責務

は有っても肩書きは不必要なものと私は考えており

ます。「私は神 (仏)と 国とに誠をつくし……・」と

誓うこと、それが「誠」だと思います。育成会員も

立派な成人指導者です。

一人一人が自分のつとめをはたすことそれが「ちか

い」であり「おきて」ではありませんか。それが心

での奉仕だとおもっております。地区31期 は新任の

玉木コミッショナーを先頭に、中島事務長と共に組

織構成を新にしてスカウトえの奉仕を充実するよう

にしました。先ず成人リーダーが手本を示す一つの

チャンスです。スカウティングはすべてスカウトと

共に有るものです。

引き続き各種運営委員長再任の方々、小野田直前

事務局長は地区会計として、夫々ご奉仕下さいます。

永田直前コミッショナー、奥沢直前組織・拡張委員

長、杉本直前財政委員長、高部直前地区会計の皆様

には大変ご苦労さまでした。今後とも是非地区えの

応援をお願い申します。今年度もスカウト共に、ス

浜松地区コ ミッショナー 玉 木 功 一

此の度、浜松地区コミッショナー

の大役 を拝命 し、心を引き締めて皆

様のお役に立つよう頑張 る所存であ

ります。

世の中の流れは、私達に物 0心共

に目まぐるしい変化 を強いる今日で

であります。

これは、私達が自分の生きる道を見失う程にすさ

まじい勢いで流れています。

こんな時代に、自分も学びながら次の世代を作っ

ていく青少年達と考えt彼等の道 じるべとなるべく、

共に生活し、語らい合い、共に伸びていきたい。

こんな一心から、私とスカウティングとの係わり

合いが始まり、また今日まで続けて参りました。

B tt Pは 、「′心」は宗教を、「健康」は野外活動

を、「技術」はゲームを通じて人づくりの指導シス

テムを組んでいます。

然し、この崇高な目的も指導・運営に携わる人の

力の入れ方で、結果に大差が生じて来る事も、私の

短い経験からではありますが、見聞して参りました。

私はこうしたことを思う時、自分に課せられた責

任の重大さを痛切に感じます。

区[「 Xll裏 L鮭1鯛 五承緩 輌豊::曇美し紫

仕事の実行単位 を小割 りにし、役務分担の重複 を避

け、 1人 1役 を完全に消化する態勢作 りを提案 し、

皆様方の御承認 をいただき、スター ト致 しました。

幸い、当地区内には立派な先輩、仲間が沢山おら

れます。

こうした制度 を充分御理解いただき、機能させ、

活発 に活動する浜松地区の細月包として、この活動が

更に一歩でも前進出来れば、と念願 しております。

自分の出来 ることにベス トを尽 くす一一 これが大切

だと思います。

私 も浜松地区コミッショナーとしての役務 をいた

だき、微力ではありますが最善をつ くしたいと思い

ますので、スカウ ト諸君や各隊、各団の指導者の御

協力をお願い申し上げ
°
ます。

弥 栄

カウトの為に、頑張って下さい。 弥栄
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日本ボーイスカウト浜松地区協議会第31期総会報告

昭和60年 4月 18日 、成子町法林寺に於いて地区総

会を開催し、先ず物心面で後援をいただいた浜松 ラ

イオンズクラブ、浜松ロータリークラブに感謝状 の

贈呈があり「人づくりのBs教育者として真に適格

な人」に贈 られる内田六郎賞 (ス カウト浜松第90号

参照)が柳本協議会長に贈られました。続いて総会

では多くのの事項が審議、決議されました。

その中で、今年から地区運営組織を、 5近隣から

3小地区に改編する事も決議されております。

自分の責務を自党し、積極的に実行する一―素晴ら

しいスカウティングを目ざして「歩きながら考える

年」―― ヘスター トを致しました。

昭和 60年度 事 業 計 画
7〃 ″ :
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委員会他

組  織  拡
スカウト浜松
発行

スカウト浜松
発行

スカウト浜松
発行

スカウト浜松
発行
登録事務説明

登録事務
受  付

指 導 者 養 成 畷畔
一

〇講習会
〇 講習会

進 歩
研

修 核④ ④ 面接 ④
技能章学習会
面接 ④

野 営 行 事 地区大会
市子ども

日の出遥拝
班長訓練
野  営

健 康 ・ 安 全

財 政
り
仕

つ
奉

ま
場

松
車

浜
駐 地区大会 地区大会

救急法
講習会

無 線 ク ラ ブ

ヨ ッ ト ク ラ ブ ヨット
メンテナンス

ヨット講習 ヨノト講習 ヨット講習 ヨット講習

CSリ ー ダー会

BSリ ー ダー会 特別研修

(史跡めぐり

SSリ ー ダー会 特別研修
(17白 2日 )

技能章
学習会 一摯訓 練 チ ー ム

県   連   他
ヒルモント派湛

ジャンポリー申込

県連アドベン
チャーキャンプ SS

県大会草薙
17日 (日 )

○ 地区協議会

4/18 9/5

○ 地区委員会   ○ 地区コミ会議

毎月第 4水曜 日   毎月第 1火曜 日

O CSリ ーダー会

毎月第 2水曜日

O BSリ ーダー会

毎月第 3金曜 日

O SSリ ーダー会   ○ 楽器研修会

毎月第 4木曜 日     毎月第 3水曜 日

昭和59年度浜松地区表彰受彰者氏名
.浜松第 1団  本 村 憲 弘  BS隊 冨J長

浜松第10団  刑 部 丈 冶  団 委 員

浜松第14団  片 山 和 夫  CS隊 隊長

浜松第15団  中 村 昌 春  BS隊 隊長

浜松第15団  伊藤たかね  CS隊 副長

浜松第15団  杉 山 邦 司  CS隊 隊長

浜松第18団  松 尾 松 彦  団 委 員

浜松第19団  野 中 重 美  CS隊 副長

浜松第21団  深 谷 守 男  団 委 員

浜松第21団  村 松  宏  団 委 員

浜松第22団  梶 村 邦 一  団 委 員

浜松第23団  小野田悟朗  CS隊 隊長

浜松第23団  山 内 健 次  BS隊 副長

浜松第24団  市 り|1茂 明  副団委員長

浜松第25団  新 村 清 孝  団 委 員

浜松第25団  徳 田 芳 郎  カブ隊隊長

浜松第25団  中 村 隆 則  カブ隊副長

引佐第 2団  清 水 忠 治  団 委 員

◎デンマザー表彰 (満 2年間以上)

浜松第 7団  松本サチ代   D・ M
浜松第10団  澤 木 庸 子   DOM

◎スカウ ト善行章

浜松第16団  村 山 隆 司 BSス カウト(菊 )
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J又 入 の
立
ロ 支 出 の

立
ロ

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 額 科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 額

前 期 繰 越 金 531,889 5319889 会  議  費 90,000 90,000

届j 費 250,000 205,540 44,460

地 区 分 担 金 1,808,550 1,870,000 61,450
事 務 通 信 費 300,000 208,650 91,350

寄  附  金 500,000 700,000 200,000 慶  弔  費 40,000 36,000 49000

備  品  費 50,000 5,850 44,150

委  託  金 115,000 173,000 58,000
旅 費 50,000 33,500 16,500

雑  収  入 100,000 81,331 ∠ゝ 18,669 石汗 1蓼 費 683,000 666,303 16,697

県 連 助 成 金 13,000 39,000 26,000
行  事  費 180,000 96,690 83,310

運  営  費 500,000 503,360 ∠ゝ  3,360

未  収  金 46,600 46,600 太田山運営補助 357,000 357,000

補  助  金 50,000 50,000

分  担  金 3,000 3,000

委 託 事 業 費 90,000 177,690 ∠ゝ 87,690

予 備 費 472,039 57,000 415,039

〈
ロ 計 3,115,039 3,441,820 326,781 〈

ロ 計 3,115,039 2,490,583 6249456

次 期 繰 越 金 951,237  1預 金残 771,674

現金残 179,563

昭和59年度 地区協議会財政決算報告書

自 昭和59年 4月 1日  至 日召和60年 3月 31日

昭和60年度 浜松地区協議会役員

BS浜松地区協議会

(数字)は所属団を示す

役 務 名 名氏

地 区 協 議 会 長

冨J      //

柳 本 冬 彦は0

内 田 嘉 一(1)市 川 重 雄は0

地 区 委 員 長

冨J      //

内 田 時 世 (4)

※山 田 昌 彦(6)※鈴木宗太郎は0※ 宮 澤 廣 士 l121

組織・拡張委員長

冨J     //

※石 津  宏ほ0

鈴 木 俊 輔 llll奥 澤 達 司l141村 上 虎 吉 (細 1)

指導者・養成委員長

冨り     //

※野 中 豊 治は9

平 野 康 司(6)池 谷 直 次l181小 山 定 雄20

進 歩 委 員 長

冨J      ク

※山 中洋 一 (可 1)

土 井 庸 一 けD後 藤 守 利 に0渥 美 俊 策は9

野営・行事委員長

冨J     //

※竹 村 徳 -00
木 村 清 治υD斉 藤 元 司l141吉 田  一 (4)

健康・安全委員長

副
・    //

平山本一はQ_ス
阿 部 正 昌eD塩 見 芳 朗(1)斉 藤  守 l121

財 政 委 員 長

冨J      //

※大 木 俊 夫ea

平 野  武 l151高 部 良 平 OЭ 黒 瀬 説 雄 (ワ 12)

冨J

営
長駆員

管
委

山
１

田
層

太
特 宮澤 廣 士 l121

梶 村 邦 一けa鈴 木 利 夫に0増 本  博20

△
係計 小野田将司ほ0

※印者は県連総会地区代表者

役  務  名 氏 名

地区コミッショナー 玉 木 功 一 1211

言
田 練(311

(CS)
(BS)
(SS)

柴 田  薫(1)

川 上 文 雄(1)

近 藤 孝 明(6)

神谷恭二 (引 2)

小地区コミッショナー (東 )

(南 )

(西 )

滝 り|1卓 幸Oa

太 田 進 (可 1)

村 松 邦 男 (7)

長務事 中 島 繁 光(6)

(東 )

事 務 次 長 (南 )

(西 )

古 橋 照 久llll

イヽ野田悟朗eЭ

千 葉  聡 (4)

ス カ ウ ト浜 松 担 当

太 田 山 野 営 場 長

黒ミ朽,日召う尺(161

神谷恭二 (引 2)

無 線 ク ラ ブ 代 表 井ノロ泰三〇〇

ヨットクラブ代表

内山恵介 (引 2)

00SOE 永 田 逓 児(7)後 藤 守 利は0

三 輪 悦 爾は2名 倉惣一郎は9

原 口 芳 彦 90
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第 20期 地 区 班 野 営浜松

修
昭和 60年 3月 21日 ～ 24日 於

けもの隊

○コ ブ ラ班

浜松4(2級)清川  丈

浜松18(初級)浅井 英介

浜松24(2級)イ 野ヽ川和応

○ブ タ 班

浜松4(2級 )田 中  聡

浜松21(2級)高田 繁宏

浜松24(2級)安達  聡

○オーカミ班

浜松4(2級)鈴木 啓支

浜松24(2級)吉倉  淳

浜松10(2級)河合  淳

○ウ シ 班

浜松4(2級)渡辺 歓也

浜松24(2級)鶴橋 一晃

浜松10(2級 )鈴木 浩之

○イノシシ班

浜松4(2級)安藤  豊

浜松21(2級 )石原 和宏

浜松10(2級 )杉浦  豪

川  隊

○や ま め 班

浜松1( 級)宮下 敬浩

浜松12( 級)斉藤 尚良

浜松16( 級)間渕 康年

〇・あ ゆ 班

浜松1( 級)大橋 壱俊

浜松7( 級)山 田 悟志

浜松20( 級)竹田  勉

○にじます班

浜松1( 級)福島 浩記

浜松12( 級)寺田 忠史

浜松20( 級)高柳 浩司

○こ い 班

浜松1( 級)中島 久典

浜松18(初級)

浜松21(2級 )

浜松14(初級)

浜松18(初級)

浜松24(2級 )

浜松10(2級 )

浜松18(初級)

浜松24(2級 )

浜松14(初級)

浜松18(初級)

引佐 2(2級 )

浜松 4(初級)

浜松18(初級)

浜松24(2級 )

引佐 2(2級 )

密岡 宏行

深谷 真輔

沢野  裕

横田 昌義

井上 裕久

石津 卓也

鈴木 俊行

/1ヽ ,也   夕贋

柳堀 友亮

鈴木 淳太

夏目 信泰

飯尾 賢吾

高橋 澄貴

近藤 由勝

久米 栄輔

浜松 7( 級)

浜松20( 級)

石田 智之

高柳 康二

浜松 1( 級)

浜松16( 級)

浜松23( 級)

浜松 7( 級)

浜松16( 級)

浜松23( 級)

浜松 7( 級)

青島 章悟

鈴木 考直

倉橋  臣

松村 邦彦

加藤 元則

小野田健祐

江口  匠

〔野営部〕

〔救護部〕

〔総務部〕

野営行事委員会

健康安全委員会

地 区 事 務 局

練

　

り‐ＩＪ

＃ 名  簿
l宇連野営場

浜松7( 級)清水 一徳  浜松12( 級)水野  浩

浜松23( 級)新村  崇  浜松26( 級)鈴木 考明

川 隊 2

○か も め 班

可美 1(2級 )

浜松19(2級 )

浜松15(2級 )

浜松15( 級)

○おたまじゃく

浜松6( 級)

浜松15( 級)

浜松19( 級)

可美 1( 級)

○か え る 班

浜松22(2級 )

可美 1(2級 )

浜松6(2級 )

浜松11

0か に 班

浜松6( 級)

浜松15( 級)

浜松22( 級)

可美 1( 級)

牧野

野島

上村

宮内

し班

中野

鈴木

鈴木

内山

石原

鳥羽

松崎

鵜飼

河口

鈴木

笹田

可コオす

〔本 部〕

野 営 長  内田

副 野 営 長  宮沢

副 野 営 長  竹村

教育本部長  永田

編 成 隊 長  玉本

教 育 隊 長  原口

秀彦  浜松22(2級)大杉 敦士

由行  浜松 6(2級)J馬渕  徹

忠弘  浜松11( 級)内山 拓志

孝

良治  浜松6( 級)柴本 岳治

智久 浜松15( 級)藤原 信之

詠司 浜松22( 級)鈴木 貴良

哲男

充  浜松15(2級)保崎 正啓

晃嘉  浜松15(2級)板垣 秀典

哲也 浜松19(2級)須山 啓成

敏成

重保 浜松6( 級)自柳 憲一

正京 浜松19( 級)越塚 茂生

由泰 浜松11( 級)植田 孝一

貴之

時世 (4)

広士 (12)

徳一 (20)

逓児 (7)

功一 (15)

芳彦 (24)
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学 ん だ こ と～ 良 き班 長 とは～

浜松第16団ボーイ隊 カロ藤:元 貝J

良き班長とは、班員の立ち場を考え自分ばかり楽

をしないで、自分から進んで行動する人だと思 う。

それに、その人の特ちょうをとらえ得意なものなど

をはやく知 り、他の班員にいいところをまねさせた

りすれば班員たちもいいところが身につき、短い問

のキャンプでも、帰ってきた時には、行く前よりも

一つでもいいことをおぼえ、少しずつでも成長して

いくような班づくりをしたいと思う。また、時には

やさしくしたり、きびしくしたりすることも必要だ

と思 う。たとえば気おちしている時にきびしくあつ

かったりしたら、その班員はやる気がなくなり後か

ら大きな影響がでると思 う。班員はどんな班長がい

いかよく分かりません。だけど僕は今書いたことが

きちんと守れていればだいたいいい班ができている

と思 うし、自分自身も大きく成長して、世の中に入

ってもこまらなくなると思う。いくらつらく悲 しく

ても、この班訓がたえられるくらいならいい班長にな

れると思 う。

班長は経験も必要だと思う。もし班員がわからな

いことを聞いてきて、班長がこたえられなかったら班

長としてはずかしいし、信頼されなくなってしまい

ます。だからいろいろなことを経験し、それを生かし

ていきたいと思います。

今まで僕は班員でした。僕がわからなくてこまっ

ていたら、班長はやさしく親切におしえてくれまし

た。今までの班長は立派だったと思います。僕 も今

までの班長に負けないよういろいろ努力してみんな

に信頼される班長になりたいです。

浜松第1団ボーイ隊 青 島 章 悟

ぼくは、班長とはということについてよくテレビ

などでやっているウルトラマンをたとえにしてみよ

うと思った。ウルトラマンは、隊になっている。ベ

つに班長はいないが隊長がいるので、それを班長に

して考えてみようと思った。

よくみているとあたりまえだが隊長が中心になっ

ている。だけどその隊長は、今までにいろいろな経

験をしているからほかの隊員をまとめて自分を中心

に行動が出来ると思 う。だけどなにも経験をしてい

なければきっといい行動が出来ないと思った。

それから班長は、なんども同じ失敗をしない人で

ないといけない。ウルトラマンの隊長は、地球人の

命をあずかっている。だから隊長は、今までにしっ

ぱいしてきたことを三度としなければ、地球人の命

をす くえるがもしかしてなんかいも同 じ失敗をして

いたら気付いた時には、もう地球人がいないかもし

れない。このことから班長もなんども同 じ失敗 をし

なければ班員 も班長のことを信頼するようになると

思 う。

まだまだよくウル トラマ ンの隊長の行動 をかんさ

つ してみると隊長は、とても判断力があるというこ

とに気付 く。隊長は、かいじゆうが出てきたとき冷

静に判断 して出動命令 をだしている。班長もなにか

あった場合にはウル トラマ ンの隊長みたいに冷静 に

判断 して班員を動かさなければならない。もしかし

て判断力のない班長だったならばそれは、それはも

うたいへんな班になると思 う。それだけにとても信

頼されなくなると思 う。

さらによく見るとそれぞれの隊員たちは、いろい

ろな戦闘機 に乗っている。 ということは、隊長は、

それぞれの隊員の技術 を見ぬいていてそれぞれの戦

闘機 に乗せている。だから班長は、それぞれの班員

の技術 を見ぬかなければとてもいい班行動は、出来

ないと思 う。ウル トラマンの隊はとてもうまく行動

出来ると思 う。

浜松第7団 ボーイ隊 清 水 一 徳

良い班長 とは礼儀正 しく行動力があり、みんなを

引っぱつて行ける人でなくてはならないと思います。

みんなの手本 となる班長、今まで年下の立場で、

何人かの班長 を見てきましたが、班長の行動 とは、

ものすごく目だつものです。そして、その行動は手

本になります。そしてもうひとつ、みんなは班長に

絶対の信頼 をもっています。このようにみなの手本

となる班長はとても責任は重大だと思います。何 し

ろ、行動の一つ一つがみなの手本になりますから、

それなりの良い行動 をしなくてはいけません。 しか

し、それには、いろいろな知識が必要になってきま

す、いろいろな経験 もです。

そのために、この班長 くんれんが行なわれなけれ

ばいけないのです。この班訓は、班長になるための

くんれんですから、 きびしいものだと思っています。

しかし、それにがまんし、それを身につけなけれ

ばみんなにそんけいされる班長にはなりえません。

ばから、この野営の行事一つ一つが立派な班長にな

るための大事な練習だと思い、真剣 にとりくまなけ

ればなりません。まだ、ぼくらは一 日目を終 えたば

かりです。 しかし、それでもぼくはつかれてしまい

ました。 1泊 2日 なら、明日かえれるが 3泊 4日 と

いう長丁場、この長丁場を一生けんめいやりたいです。
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最後のお別れ舎営

カブ隊 庵 原 火 曜 (元城小6年 )

お別れ舎営で筑波'85科学万博に行きました。

朝から雨で寒い日でしたが前から行 きたいと思って

いた所なので楽 しみでした。

ぼくがぜひ見たいと思った富士通とNEC、 C&
Cシ アターは入れなくてガッカリしました。見た所

は電力館 と集英社、 IBM館 です。

一番おもしろかったのは電力館でした。ジェット

コースターのような乗物がゆっくりと進んでエネル

ギーの説明をしてくれます。

最初は水やかみなり、太陽などの自然のエネルギ

ー、そして原子力と変っていきます。未来の発電プ

ラントの模型や石炭も展示 してありました。とにか

く最先端の科学技術 を、とてもわかりやす く説明し

てくれます。

どうしても、もう一度行って見 られなかった所を

見学 したいと帰 りのバスの中で強 く思いました。

班長訓練野営で考えた事

ボーイ 安 藤  豊 幌塚中2年 )

ぼくは班訓に行っていろいろな事 を学んできまし

た。今まで班長等楽なものだと思っていましたが、

実際に班訓を受けてみると大変な事だというのがわ

かりました。

今まで何から何 まで班長にまかせっきりだったの

ですが、もう今度からはぼくが班長になる番です。

自分に出来るかどうか心配ですが、でも、ぼく達

がや らなくては仕方がないのです。

もし、ぼくが班長になったら班員に信頼 されるよ

うにがんばりたいと思います。班長が信頼されれば

チームワークも良 くなり、とでも良い班が出来 るの

ではないかと思います。

班長とは責任 をもって班員 をま'と めて、みんなの

見本 となるようにするという事 を教 えてもらいまし

た。努力しなくてはと思いました。

今回の班訓で学んだ事を生かして、すばらしい班

長 となるようにがんばりたいと思います。

班長訓練野営に行って
ボーイ隊 渡 辺 歓 也 観塚中2年 )

3日 目のハイキングの時、いろいろな関所があっ

た。その中でも僕が一番にが手だったのは、ちかい

とおきてだった。たぶん出来るだろうと思って何も

練習していかなかったのだ。

これから班長になって班員 をまとめていくのにこ

んな事ではだめだなと思った。

ロープはわりと良 く出来た。手旗は僕が班の代表

でやって うまくいき1回 で出来た。

他の班の人から4団のスカウ トの人は何でも良 く

出来ると言われて うれしかった。

この班訓を通 してロープ、手旗、シルバーコンパ

スの使い方、地図の見方、火のつけ方、テントの良

い建て方等覚えて本当に勉強になったし、他の団の

人とも友達になれ、班訓に参加 して本当に良かった。

いろいろ覚えた班訓

ボーイ隊 辛青 り‖  丈 (蜆塚中2年 )

班訓は厳 しかったが、楽 しい事もあって充実した

4日 間でした。初日、雨の中の設営は大変でしたが

それ以外は晴れて国旗掲揚からコンパスの使い方等

のいろいろな訓練を受けました。

3日 目の12kmのハイキングは数々のチェックポイ

ントを何とかこなしながら目白勺地に着きました。

夜はおぼうさんの話を聞いたリゲームをしたりし

ました。この日は舎営なので食事の仕度が楽でした。

僕はこの 4日 間で、たくさんの事をいっぺんに習

ったような気がしました。

これからは班訓でお世話になった方々に感謝 し、

班長としてがんばっていきたいと思います。

二回目のデンマザー

清川紗知子

初めてのデンマザーをやらせていただいた時の子

供達が今は中学生。遠 くでは一寸つっぱりながらも

すれ違 う時、下向きかげんで挨拶をしてくれます。

みんな一諸に泣いたり笑ったりした子供達です。

そんな子供がまた欲しくなって今回もデンマをお引

き受けしました。多少余裕もできて子供というもの

が見えてくるようになりましたも

何かと手をやかされた子が、雨の山道、私の傘の

中へそっと入ってきた時等たまらなく可愛いく思い

ました。

組のお母さん方や各隊リーダーとのお付き合いも

増えて、家庭や子供の事等、いろいろと教えたり教

えられたり得る事の多い一年でした。

本当にゆっくりではありますが、自分も子供と共

に成長したと思っております。



-10- 浜松地区に、初のビーバー隊誕生、弥栄 弥栄 弥栄 一第99号―

*浜松第16団 米ぼくらのスカウティング *

新米リーダーのひと言

古 山 清 美

「男の子が生まれたらボーイスカウ トに入れると

いいよ」 と主人の母がいつも言っていました。それ

は私の主人 も小 さい時ボーイスカウ トに入っていて

世界ジャンボリーなども経験 し、とてもよかったと

いうことからでした。幸い生まれたのは男の子だっ

たので、年令に達 した時早速入隊させました。そう

言われてみると、町でみかける制服姿のカブやボー

イの子達が規律正 しく、誇 りを持っているように感

t〕 られました。

入隊させてみると、組集会や月一回の隊集会でハ

イキング、富士登山、キキンプ等の行事 も多く、そ

ういうことは家や学校ではなかなかできない事でし

たので親子で参力日し楽 しんでいました。

一年たって、わたしの期待通 りわが子に何かよく

なったところがないだろうかと捜 したが、今のとこ

ろあまり変化が見 られません。長男は意志表示をは

っきりしない子ですので ミ挨拶は大 きな声でしっか

りできるミとか ミ約束を守ることか何か変化がほし

かったのです。先に入隊 しているカブのご父兄に聞

いてみると「ボーイに行けば変わるわよ」 とか「一

年位ではまだ変化がないわよ」 という答えがかえっ

てきました。

そう思っていた頃、それまでの女性のリーダーが

やめられました。そこで講習会 を受けて去年のH月

より副長に任命されました。多勢の子供 を預かると

いう責任の重 さを考えるとき、身のひきしまる思い

がしました。子供の入隊一年後のこととて、充分カ

ブの活動内容はわかりませんが、いくつか提案 して

みたいことがあります。その一つは他の父兄の方達

とコミュニケーションをよく図 り、カブの活動の活

性化の為に隊長はじめ他のリーダーの方々と、皆 さ

んのご意見 を活動の上に生かしてし
'｀

意たいと思いま

す。遠 くへ皆で出かけることもとでも楽 しくていい

ことですが、遠出しなくてもできる活動 も企画 し、

また奉仕活動などももう少 し活発 に行なっていきた

いと思います。

四月からは一層新たな気持 ちで、カブの子供達全

員が ミや くそくミと ミさだめミをしっかり守 り、よ

い仲間になるようご父兄の方にも協力していただき

ながら、隊長のお手伝いをしていきたいと思います。

カブスカウトに入れて

村 松 房 子

今年、息子は、 くまスカウ トになった。少 しは、

スカウ トとしての自党ができてきたか……。入隊 し

た当時は、引っ込み思案であった。それでも各種の

行事を通 して仲間とも打 ち解けて元気に活動するよ

うになった。私は、スカウ ト活動に憧れに近い感情

を持っていた。実際、子供 を入隊させてみて、責任

感とか、実行力と言 うのは、家庭で身に付けるもの

で、集団に入ったから生まれるものではないことを

知ったのだ。今の子供は、一人ひとりは、とでも素

晴 らしいものを持っているのに、まとまることがで

きないのはなぜだろうか。思いや りが欠けるのはな

ぜか。多 くの子供達の姿 を通 して我が子の足 りない

所 を知 るのによい機会が得 られた。

最近は、スカウ ト活動が少年団など他の活動でや

り1子 くくなってきた。我が子 もそうである。何 とか

ならないものだろうか。ワ|っ 込み思案だった息子 も

組長となり自分でも誇 りを持てるようになった。

今年で三年目、入れて良かったと思 える年にさせ

たいと思 う。

なぜカブスカウトをえらんだか
カブ隊 加 藤 大 和 (芳り||イ 3ヽ年 )

カブスカウトに入ろうと思ったのは

①  おじさんが、スカウトなかまであることと

②  おばあさんの「自分のためになるから、入って

みたら」 とすすめられたからです。がんばって、 り

っぱなスカウ トになりたいと思っています。

入 隊 式
ボーイ隊 :太 ツ頼 真

―一 (五島小6年 )

いつの間にか、カブスカウ トの三年間が過 ぎ去っ

てしまい、とうとう、日の前で「上進式」が始まっ

ていた。いよいよ、ボーイスカウ トのスター トだ。

「三つのちかい」 を言 う直前になると非常に ドキ

ドキして汗ばんできた。何 しろ父、母、カブのなか

ま、ボーイのなかま、それに隊長や団委員などに注

目されているからだ。だが、つ き進むしかないのだ。

思い切って三つのちかい」 を言った。いつの間にか

自分の場所にいた。 きんちょうの一 しゅんが過 ぎた。

ドキ ドキがおさまらない時、だれかが

「おい なかなか よくできたな。」と言ってくれ

た。 うれしかった。がんばる力がわいてきたようだ。

ボーイスカウ ト1年生 .4′  がんばるぞ〃
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私の富士章はみんなのもの

口=バー隊 加 藤 道 幸

私がボーイ隊の班長 をやっていたころは、隊員は

全体でも十数人で、一回の集会に集まる人数も数人

といったことが何度かあった。ところが今はどうで

あろう。カブ、シエア、そしてローバーを含めて、

あのころの何倍 もの隊員 を抱 えることになった。こ

の団の拡大には信 じられない思いである。私がシニ

アに残ることになったのは、こうした団
'の

成長に刺

激 されたからではなかっただろうか。当然あるはず

のシエアがないのでは、私 としても寂 しいし、それ

以上に新 しく入団 して、スカウ トを続けたい人達 に

申し訳なく思ったからなのです。小 さなカブやボー

イに励まされながら、私は富士スカウ トになること

ができました。この十周年にあたり、我が団のスカ

ウ トすべての胸に富士章 を付けてや りたいような気

がします。なぜなら私の胸の富士章は、この22団 の

勲章でもあるからです。そして、最後に、五歩も六

歩も後退 して十歩前進 した我が22団 に弥栄を送 りた

い。

浜松第22団創立10周年を迎えて

ボーイ隊 小 薗 隆 弘

今年は昭和60年、わが浜松ボーイスカウト22団は

創立10周年を迎える。僕が入団したのは昭和55年、

ちょうどカブスカウト22団 が創立された年だった。

それから5年間スカウト活動を続けてきた。様々な

物事を体験 し、勉強してきた。しかしそれらが生活

に活用されなければ今までの活動が全くの無意味に

なってしまう。今年僕は中三になるボーイスカウト

からシニアスカウトになる年である。シエアスカウ

トになるとさらに高度な技術が必要とされるであろ

う。だから、今までの活動を見直し、自分自身を向

上 させ又、他の人達 も団をよくするために今までの

活動のよいところ、悪いところを反省 し、浜松22団

が末長 く続 くようスカウ ト全員でガンバ リたいと思

う。又、浜松22団 が創立15周 年、20周年、さらに30

周年と続 くようにしたいと10周 年 を迎 えて思 う。

1年間をふり返って……

カデ隊 久米裕太 郎

ぼくは、きょ年 1年 間 (1984年)の カブスカウ ト

活動は、とても満足 しました。や りたかったことが

いっぱいやれたからです。 6月 には田 うえをや り、

ドロ ドロになったり、ひるにかみつかれたりしたけ

れど、さいごは稲が実 をつけたので、いやなことも

わすれ、楽 しさがいっぱいになった。夏には、村櫛

ヘキャンプに行 きました。そこでは赤ふんどしをし

て近 くの海で遊びました。ほかに人がたくさんいた

ので少 しはずかしかったけれど、そのはずかしさも

わすれ、おおいに楽 しんだり、わらったりしました。

変わって冬は、クリスマス会、スキーと、またまた

楽 しい行事が続 きました。スキーの時など、自分の

す きなように思 うぞんぶんすべって、とても気持 ち

がよかったです。こんなことがあったので、この一

年間は、とでもよかったと思います。そして今度は

ボーイスカウ トヘ入隊です。むねがわくわくしてい

ます。

1年間の思い出

ボーイ隊 藤 田 和 宏

今年 1年間の うちで、 1番楽 しかった事は、浜松

ボーイスカウ ト30周年キャンポリーである。 3泊 4

日は、長いようでも又短かいようでもあった。それ

は、その時、僕は、ひどい下痢 をしていて、思い通

りに遊べなかったからです。最終 日には色々な催物

が出た。22団 はジュースを売 りました。最初は、一

杯50円 だったのが30円 と安 くなっていったのが面白

かった。

催物の中で一番人気があったのは、かき氷 とハ ン

ググライダーで、ハ ンググライダーは30m近 くの行

列が出来ていました。

僕は、浜松キャンポリーは、これで最後かもしれ

ない。行なわれたとしても、あと2回位ではないか

と思いました。僕は、浜松ボーイスカウ ト30周年キ

ャンポリーに出席できて良かったなあと思いました。
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結成20周年記念行事報告

浜松第15団団委員長 平 野  武

桜花爛漫の 4月 7日 発団20周年の記念行事を八幡

宮の境内で行 う可 く準備中の処、朝方よりの生憎の

雨で急遠会場 を隊ルーム隣 りの浜松倉庫側の特別な

御好意により構内全部 をお借 りして盛大に挙行 され

ました。式典には雨にも拘わらず内田浜松地区委員

長を始め地区役員の皆様友隊の皆 さん当団関係者 を

含め 400名 を越す方々の御列席を載 き20周年記念に

相応 しい祝福 を項 きました。山中育成会長の挨拶に

続 き当団の発展に物心両面に亘 り御援助 を賜 りまし

た関係先並 に永年献身的な奉仕 をされた指導者各位

に感謝状 と記念品の贈呈が行われました。続いて内

田地区委員長より20才の成人式 を迎 えた立派な成人

リーダーの年令になったからにはベーデンパウエル

の提唱する班制教育と進歩制度のスカウ ト運動独特

の方法で ミちかいこと ミおきてミを通 じてスカウ ト

達。と共に21世紀に向って堂々と胸を張って前進 し一

層の飛躍をされる様にと励ましの言葉を、また20年

前に当15団の生みの親として松江町林良太郎名誉育

成会長宅で熱心に討議された想い出話を内田嘉一副

委員長、三輪県コミッショナー両氏より励ましの言

葉と共に頂き、今後共一致団結して充実したスカウ

ティングに邁進すべく責任と自党を新たにした次第

です。セレモニー終了後友隊の皆々さんと一緒にお

母さん方の腕によりをかけた数々の催品に舌鼓を打
ち乍ら和気藷々で時間の経つのも忘れて有意議な一

時を過す事が出来ました事を厚く御礼申し上げます。

去 る3月 17日 には生憎の雨天にも拘 らず御来賓及

び友隊の皆様多数御来場 を賜わり御陰様にて当団発

団10周年式典及び行事 を無事終了する事が出来まし

た。誠に有難 う御座いました。当日は又、待望のビ

ーバァ隊の発隊も終了しまして当団にとぅて誠に記

念すべ き一 日となりました。多難な現代社会の中で

これから20周年に向って如何にしてスカウティング

を遂行 してゆくのか大変な問題点の出発点でもあり

ました。解決策は幾つかあるでしょうが私は団家族

全員のスカウティングに対する関心と熱意が最大の

ものであろうと思います。今後共御指導賜わりたく

お願いします。

浜松第22団 団委員長 大 木 俊 夫

浜松22団の10周 年記念式典は、前夜の雨が嘘のよ

うな春の陽光を受けて、 4月 14日 午後 2時、お祝に

かけつけて下 さった友団の団委員、 リーダ、隊員の

行進曲に合わせての入場で始まった。

「10周年の式典は、この10年間の活動の締 くくり

というより、新たな出発 を目指すものです。」 との

ランドリュー鷺の宮カ トリック教会司祭の挨拶に続

いて、内田時世地区委員長から「すばらしい神父さ

んのおことばを聞いて、22団の諸君を羨 しく思 う。

これからが本当のスカウティングである。」 との励

ましのおことば、さらに内田嘉一地区副委員長の、

「浜松地区には、21団 までは順調に誕生 したのに、

次の団がなかなか生まれなかった。それだけに、22

団が誕生 し、ここまで成長 した姿 を見て、本当に嬉

しく思 う。」 とのお祝のことばを頂いた。22団 に富

士スカウ トが誕生 したことを強調 して下 さった三輪

県連コミッショナーのおことばと弥栄三唱で、式典

は予定通 り40分 で終 った。10年間の活動の歴史がこ

の40分 に凝集 したような充実感を覚えた。

式典に御臨席賜った御来賓各位ならびに友団の団

委員、友隊のリーダーおよび隊員の皆 さんに心から

お礼を申し上げます。皆様の御援助 をバネにさせて

頂いて、浜松22団 は新たな跳躍 を試みます。

浜松第23団 10周年記念式典

1月 20日 西都台小学校講堂にて挙行
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浜松市「かわな野外活動センター」31佐町川名に誕生
5月 7日 ω 8時30分 より

於 市役所西側別館 (元税務署)3階 浜松市体育協会 電話 56-1006

7月 7日 (日 )

、`、 ハ薇レク
Ⅲ
J―ス

ド3キ ャンプ場|

、ヽ  、

フレッシュエアーノ遍デ|

テント ノLrイ

騰 1キ ャンプ場
|

フ レッシュェアー
テン ト

受付開始

利用開始

シュェァーテント

[爾 不キャンプ場|

アスレチツクテン トプレース

′・

凡 例

灘
ふ   μ
(倉 庫 を 合 む)

炊  飯  場

シ ャ ワ ー 棟

躙 便 所

広 広   場

火 キャンプファイヤー錫

!.宿 泊使用料 (炊事購典使用料を含みます)

学校(小 。中学校) 1人 1泊 につき loo円

小 。中 。高 校 生 4人 4泊 につき 200円

青 年(30歳未満) 1人 1泊 |こ つき 300円

1人 4泊 につき 400円

生 _事 用兵使用料 (日 帰りの場合 )

4式 4回 につき

8霧E`欅岳促異藁肇幻月までま休みま仇

＼≒
シンボルマーワ

尚市体育協会では、 7月 10日 ～8月 31日 間に野外センターで働 くアルバイ ト学生 (大学生)を募集 しています。

特にスカウト経験者を希望 しています。
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SENIOR D00R

れrsL品 勇シてナ蜃中島繁光

昭和58年 7月 25日発行の92号 から掲載が始まった

このシニアーのページも、この99号で私から、引佐

2団 SS隊長・地区副コミッショナー 神谷恭二

さんに引継 ぐことになりました。次号100号に期待

するところ大でありますが、約 2年間についていろ

いろと書きとめてみたいと思います。

・ 教育とは、 100円 もとでをかけて、 120円 になる

というものばかりではない。時には、20円 か30円

にしかならないものもある。だからといって、残

りの70円 か80円 は自分でだしなさいというのは、

あまり望ましいことだとは思わない。リーダーの

研修にこそもっと予算をつけてほしい。効果はゆ

っくりあらわれる。

・ 人生の長短は、時間の長短ではない。いかに燃焼

するかにある。スカウティングを長 く続けるには、

熱意を持続しなければならない。

・ スカウティングには、つまずくこともある。つま

ずいたら原因を考えよう。明日のために。

・ 1人 1人のリーダーが、 1人でできるよう、手助

けとして、地区は仕事をしていかなければならな

・ やれば出来ると言うよりも、やるように動機づけ

る方法と、その態度は、その人の心からほとばし

り出てくるものに、新らしい感動と知識を加えて

相手の個性をみつめていくことと、少人数による

コミュニケーションを大切にしてぃくことから始

めていこう。

・ 班制度にもとづいた、班長会議の効果と、班の実

質的な向上を目指 していく上で、もっと1人 1人

のスカウトの個性を伸 していく委員会活動への援

助をしていくために、プログラムプロセスの中で、

はっきりと、委員会告1度 の本質を知ることと、必

要に応 じた委員会を設置することが、シニアーリ

ングのキーポイントです。

・ ボーイスカウトとは、団ルームとか、テントとか

野営場ではなくて、スカウトと、成人指導者がつ

くる組織体である。

・ みんなが、出席できなければできなくていいとか、

大人の都合で、できる範囲内で、まあ、気持のあ

る人だけにお願いして、適当にやっていればいい

と考えていないでしょうね。

・ スカウティングー特にシエアー活動について

・ 集会を持つ。

・ プログラムの展開に必要な資源 (人 、物、金)

を得る。   .
・ 高校 3年卒業時までに隼章を授与する。

・ 富士章を奨励する。

・ 宗教章の取得に助力する。

・ 充分なコミュニケーションをもつ一手紙、電話、

訪間、対話……

・ 年間計画作成時に実施月日を設定する。

・ 後継者を養成する。

・ ローバー隊へ上進をすすめる。

・ 多くの機会をとらえて研修する。

・ 隊員の多少にとらわれない。

・ 制服を正 しく着用する。

・ 記録をとる。

・ 視野を広 く持つ。

・ 家族の協力を得る。

●スカウティングに使 う時間を別あつかいにしな

い―自分の人生に使 う時間は同等である。

・ 長く続ける。

・「私は良いリーダーになります。」と唱えよ。

・ 人生に目標をもつ、

・ 時間を管理することは、自分を管理することで

ある一メモとスケジューリング (年、月、週、

日)

・ 今日が 1番若いのです、明日は1日 年をとる。

みんなで、楽 しくて、愉快で、ためになるスカウ

ティングを展開していきましょう。
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浜松地区進歩かべかけ表
浜松地区進歩委員長 洋 一

昭和59年度の最終版の進歩かべかけ表が2月 28日 現在で集計が出来ましたので報告します。

昭和59年度 浜松地区スカウト進歩・進級一覧表 浜松地区進歩委員会

昭和60年 2月 28日 現在 太字は各隊の比率を示す

その3

山 中

C B 総

〈
口
　
計

小
符

jヽ 3年 4年 J 5年 〈
口
　
計

Jヽ 6年 中1年 中 2年 中 3年 〈
口
　
計

鼻 高1年 高 2年 高 3年 〈
口
　
計

す りす りす 初 初 1 初 菊 初 1 菊 隼 隼
富

士

浜松 1

1

7 1

1

1 5 1

7 1

1

7

1

引佐 2 1 1 1

細江 1

可美 1 1

合計① 5 288

青成比② 1

%
Э

1 5

Э 7 5

%
Э 1 140 1 5

②
5

%
Э

383

Э 41.9 7

%
Э 188

Э 27.8

も

昭和59年度 菊・隼・富士章取得スカウトー覧表
富士章 袴 田 康 行 浜松12団

隼 章 内 山 公 良5 糸田江 1団

後 藤 充 宏 浜松10団

鈴 木 啓 介  ク ク

松 本 論 典  ク ク

座 間 正 芳  ク ク

那須田周平  ク ク

鈴 木 敬 明  ク ク

御 室 明 彦 浜松12団

三 谷 正 純

清 水 靖 訓

内 山 竹 士

武 田 昌 弘

田 中 知 幸

小 池 敏 彦

吉 川 彰 規

武 田 修 司

浜松11団

引佐 2団

浜松 6団

浜松14団

ク 11団

隼 章 太 田 徳 明 浜松11団

菊 章 富 田 哲 史 浜松15団

近 藤 信 義  ク ク

栗 原  純  ク ク

牧 野 広 和  ク ク

山 下 隆 之  ク ク

加 藤 直 人  ク ク

成 瀬 広 樹 浜松 6団

岡 田 光 広  ク ク

平 野 浩 司 浜松 6団

佐 野  淳 浜松16団

横 井 孝 康  ク ク

中 村 嘉 晃 浜松10団

石 津 智 章  ク ク

鈴 木 弘 ニ  ク ク

玉 本 一 正 浜松21団

鈴 木 隆 康  ク ク

菅 沼 弘 人  ク ク
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スカウ ト浜松第100号記念号について

「スカウ ト浜松」の昭和60年 7月 25日 発行号が、第 100号 に

なります。

係では、これを記念 して次の事を企画 しておりますので、皆

様の御協力をお願い致します。

言己

1、 特別号として編集、内容についての御希望、御意見を各団

組織拡張委員迄お寄せ下さい。

2、 特別写真コンテス ト (兼第 5回 コンテス ト)

○題材 ボーィスヵウトの活動をテーマにしたもの。

隊集会、班集会、月例会、組集会、その他の訓練、ハイキン

グ、キャンプ、ヨット副|1練、友情交歓、ヒルモント派遣、奉

仕活動、県大会、地区大会、日木ジャンボリー等。
○作品の条件

ロ サィズ (1)白 黒 :サ ービス判以上4切まで

(2)カ ラー :サ ービス判以上キャビネ判まで

□ 一枚写真・組写真何れも可
○応募点数 制限なし。ただし入賞は一人一賞とします。
○締切り 昭和60年 9月 30日

○賞 ◎最優秀賞 〔スカウトの部〕

〔成人の部〕

◎優 秀 賞 〔スカウトの部〕

〔成人の部〕

◎入  選  各部 記念品

地区協議会長賞
コダック賞
地区協議会長賞
コダック賞
地区委員長賞
コダック賞
地区委員長賞
コダック賞
「スカウト浜松」賞
コダック賞

占

占

占

占

2点
2点
2点
2点
10点

10点

○参加資格

〔スカウトの部〕カブ、ボーイ、シニアの各スカウト

〔成 人 の 音5〕 □一バースカウト、リーダー、団委員、育

成会員、父兄等。
○審査 高倉清雄氏 (浜松第7団副団委員長)

○発表  「スカウト浜松」誌上

入賞者には直接ご通知します。
○提出先 各団組織拡張委員宛
○送り先 各団組織委員は→「スカウト浜松」奥沢達司ヘ

〒430浜松市佐藤町549-5 T E L0534-63-5975
0注意事項

□ 応募作品は未発表のものに限ります。
□ 作品の裏面には必ず下記様式の「応募票」をはって下さい。

□ 入賞作品はネガフイルムの提出をお願いします。

主催  「スカウト浜松」ボーイスカウト浜松地区委員会

協賛 長瀬産業l■lコ ダック製品事業部

魔F募:!要 100号記念ボーイスカウト写真コンテスト

表  題 単・組

部 門 別 ス カ ウ トの 部  1成 人 の 部

氏  名 年令 才 男・女

住  所 電 話

所  属 第
~~~~団

    隊1騒
又
翁

該 当 項 目 の 何 れ か を ○ で か こ む

一地区の うごき一

1月 1日ω 日の出邊拝 (中 田島海岸)

7日 0 地区コミ会議 (法林寺)

9日 171KI C Sリ ーダー会 (南部公民館)

10日 l■l 登録事務説明会 (法林寺)

13日 (動 地区結成30周 年記念講演会 (法林寺)

講師 宮里勝政 他

17日 l■l BSリ ーダー会 (法林寺)

20日 (日)浜松第23団 、結成10周 年記念

(西都台小学校)

22日 ω 組織・拡張委員会 (法林寺)

23日 因 地区委員会 (法林寺)

24日 l■l SSリ ーダー会 (法林寺)

2月 2日 lILl 実修所入所布望者 ヽ̀

1  第 1教程 勉強会

3日 (日)(市 立青少年の家)

3日 個)BSり |ダー新年会 (竜勝園)

4日 0 地区コミ会議 (法林寺)

7日 lbl 地区名誉会議 (法林寺)

13日 因 CSリ ーダー会 (南部公民館)

15日 ⑥

16日 l■l

;

17日 (日 )

BSリ ーダー会 (法林寺)

地区救急法講習会

(市立青少年の家)

財政委員会 (法林寺)
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